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煙表紙  向日葵 の　ゆさりともせぬ　重たさよ　　北原白秋
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斬町の人事行政運営等の状況を公表します
斬第３４回野木町文化祭参加者募集
斬市町村税徴収強化月間２０１０
　～あなたの税が未来を拓く～
斬お知らせ
　・入院時の食事代減額制度をご存じですか？
　・国民健康保険限度額適用認定証
　・都市計画マスタープラン策定委員会の
　　　委員を募集します！！
　・“自然学習の場”のぎ水辺の楽校全面開放
　・幼稚園就園奨励費補助
　・公民館・体育センター休館のお知らせ

２頁
５頁

６頁

７頁
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８頁
10頁
11頁
14頁

煙主な内容



（2）

町
の
条
例
に
基
づ
き
、

年
度
の

２１

町
職
員
人
事
行
政
等
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。蚕

蚕

蚕

轄１
職
員
の
任
免
及
び
職
員
数
に
関
す

る
状
況

産
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考

任
用
と
競
争
試
験
任
用
が
あ
り
ま
す
。

【
選
考
任
用
】

・
係
長
以
上
の
職
ま
た
は
こ
れ
に
相

当
す
る
も
の
と
町
長
が
認
め
る
職

・
単
純
な
労
務
職
（
運
転
手
、
用
務

員
等
）

・
法
令
上
の
資
格
も
し
く
は
技
能
等

を
必
要
と
す
る
職
（
保
健
師
、
栄

養
士
、
保
育
士
等
）

【
競
争
試
験
任
用
】

・
選
考
に
よ
り
任
用
す
る
職
以
外
の

職（
事
務
職
等
）

※
競
争
試
験
は
小
山
ブ
ロ
ッ
ク
市
町

等
職
員
採
用
試
験
事
務
共
同
実
施

協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
採
用
試
験
実
施
状
況
】

（

年
度
実
績
）

２１
産
職
員
数
状
況

【
職
名
別
状
況
】

（

年
４
月
１
日
）

２１

【
年
齢
階
層
別
状
況
】

（

年
４
月
１
日
）

２１

産
職
員
数
・
定
員
管
理
状
況

轄２
職
員
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

①
人
件
費
総
額

（

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２１

②
一
般
職
員
給
与
費

（

年
度
一
般
会
計
決
算
）

２１

部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職 員 数区 分部 門 21年度20年度

033議会
一

般

行

政

部

門

普

通

会

計

部

門

04343総務
退職者に伴う調整△ 11314税務

000労働
01010農水
022商工

退職者に伴う調整△ 21315土木
02323民生

特定健診及び特定保健指導
の業務増11514衛生

△ 2122124小計
欠員不補充△ 24345教育部門

000消防部門
△ 4165169小 計

055水 道会
計
部
門

公
営
企
業
等

077下 水 道
特定健診及び特定保健指導
の業務減△ 11112そ の 他

△ 12324小 計
△ 5188193合 計 [0][238][238]

１ ２１年度地方公共団体定員管理調査による
２ 職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）
３ [ ]内は、条例定数の合計

（注）

構成比人 数年 齢

０．０％０人１９歳以下

１１．８％２２人２０歳以上
２９歳以下

２３．５％４４人３０歳以上
３９歳以下

２１．４％４０人４０歳以上
４９歳以下

４３．３％８１人５０歳以上
５９歳以下

１００．０％１８７人合 計

構成比職員数組織上名
１０．１％１９人課 長
８．６％１６人課長補佐
１２．３％２３人係 長
３３．７％６３人主 任
１１．８％２２人主 査
５．３％１０人主 事
０．５％１人主 事 補
１．６％３人保 健 師
１．１％２人保 育 士
３．７％７人用 務 員
２．７％５人運 転 手
８．６％１６人給食調理員

１００．０％１８７人合 計

人件費率

（Ｂ／Ａ）

人件費

Ｂ

歳出額

Ａ

人 口
平成21年
３月31日

現在

22.9％1,527,536
千円

6,677,351
千円25,989人

※人件費には、一般職員のほか町長
等特別職、議会議員、各種行政委
員会等の特別職に支給される給料、
報酬等が含まれています。

613,520千円給 料

95,831千円職員手当

237,012千円
期 末
勤 勉
手 当

946,363千円合 計

一 般
行政職

福
祉
職試

験
区
分

一
般
事
務

保
健
師

保
育
士

人
４２０

人
０
人

受
験
者

５
人

０
人

０
人

最
終
合
格
者

町
の
人
事
行
政
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す
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③
特
別
職
報
酬
、
手
当

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２１
④
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
年
齢

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２１
⑤
初
任
給
（

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

⑥
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
給
料
月
額

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２１
⑦
一
般
行
政
職
級
別
職
員
数
状
況

（

年
４
月
１
日
現
在
）

２１
※

年
度
公
務
員
給
与
実
態
調
査
に

２１よ
る

⑨
勤
務
時
間
状
況

・
始
業
終
業
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

３０

※

年
４
月
よ
り
終
業
時
間
は

２２午
後
５
時

分
１５

※
勤
務
に
特
殊
性
が
あ
る
場
合
は
、

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
。

・
休
憩
時
間

午
後
０
時
～
１
時

⑩
年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、

日
以
内

２０

・
取
得
状
況
…
平
均
使
用
日
数
９・９
日

⑪
特
別
休
暇

【
概
要
】選
挙
権
の
行
使
、結
婚
、出
産
、

交
通
機
関
の
事
故
そ
の
他
特
別
の
事

由
に
よ
り
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

と
認
め
ら
れ
る
休
暇

⑫
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

【
概
要
】子
を
養
育
す
る
職
員
の
継
続
的

な
勤
務
を
促
進
し
、
職
員
の
福
祉
を
増

進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度

・
育
児
休
業
利
用
状
況
…
３
人

（
生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養
育

し
て
い
る
職
員
）

・
部
分
休
業
利
用
状
況
…
な
し

（
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し
て

い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に
取

得
で
き
る
・
勤
務
し
な
い
時
間
給

与
減
額
）

平
均
年
齢

平
均
給
料

月

額

区

分

44.4歳350,700円

一
般
行
政
職

（
事
務
職
員
、

技
術
職
員
）

52.1歳269,300円

技
能
労
務

職

員

（
運
転
手
、

調
理
員
）

支
給
額

区

分

172,200円
大
学
卒

一
般
行
政
職

140,100円
高
校
卒

137,200円
高
校
卒

技
能
労
務
職

経
験
年
数

年
20

経
験
年
数

年
15

経
験
年
数

年
10

区

分

363,900円324,520円

大
学
卒

一

般

行

政

職
320,900円287,500円

高
校
卒

構成比職員数標準的な職務内容区分
５.８％７人主事・技師・主事補・技師補１級

２.５％３人主事・技師２級

９.１％１１人主査３級

４４.６％５４人主任４級

２４.０％２９人係長・課長補佐５級

１４.０％１７人課長６級

給料月額等区 分
546,000円(△30%)町 長給 料 589,000円(△ 5%)副町長

350,000円議 長
報 酬 280,000円副議長

260,000円議 員
1.45月分
1.65月分

６月期
１２月期

町 長

期 末
手 当

副町長
3.10月分計
1.45月分
1.65月分

６月期
１２月期

議 長
副議長
議 員

3.10月分計

内 容区 分
13,000円
6,500円
6,500円
5,000円加算

配偶者
第２子まで
その他の扶養親族
16歳から22歳の子１人につき

扶養手当

運賃相当額
2灼以上2,000円から

公共交通機関利用
自家用車など利用通勤手当

家賃に27,000円以内借 家住居手当 新築・購入から5年間2,500円持 家
勤勉手当期末手当支 給 月

期 末
勤 勉
手 当

0.67月分
0.67月分
1.34月分

1.25月分
1.5月分
2.75月分

6月期
12月期

計
職制上の段階、勤務の級等による加算措置あり

定 年自己都合勤続年数

退職手当

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

20年
25年
35年

最高限度額

定年前早期退職特別措置があります。
1.8％職員全体に占める手当支給職員の割合特 殊

勤 務
手 当

160千円支給総額
4手当の種類（手当数）

38,825千円支給総額20年度時間外
勤 務
手 当

235千円職員1人当たり支給年額
44,798千円支給総額21年度 272千円職員1人当たり支給年額

⑧手当支給状況 （２１年４月１日現在）

町の人事行政運営等の状況



⑬
介
護
休
暇

【
概
要
】職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
ま
た

は
老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間

に
つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況
…
な
し

⑭
病
気
休
暇

【
概
要
】職
員
が
負
傷
ま
た
は
疾
病
の

た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

休
暇
取
得
状
況
…

人
１９

轄３
分
限
処
分
及
び
懲
戒
処
分
状
況

（
１
）分
限
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
３

２８

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に

反
す
る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度

・
処
分
状
況
…
な
し

（
２
）懲
戒
処
分

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
４

２９

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戒
告
、
減
給
、

停
職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

・
処
分
状
況
…
な
し

轄４
服
務
状
況

（
１
）服
務
規
律
の
概
要

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

（
２
）服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

接
客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職

員
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
実
施

轄５
職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評

定
の
状
況

（
１
）研
修
の
実
施
状
況

・
小
山
地
区
職
員
研
修
協
議
会
研
修

→

人
６４

・
栃
木
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会

研
修
→
７
人

・
そ
の
他
→

人
６２

（
２
）勤
務
成
績
評
定
実
施
状
況

町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中
の
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、

年
度
か

１８

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

轄６
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

（
１
）健
康
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

一
般
健
康
診
断
・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

（
２
）労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・
町
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会
の

設
置

（
３
）災
害
補
償
の
実
施
状
況

【
概
要
】地
方
公
務
員
法
第

条
第
１

４５

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務

に
よ
り
死
亡
、
負
傷
も
し
く
は
疾
病

し
、
ま
た
は
障
が
い
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

・
認
定
状
況
…
１
件

轄７
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

状
況係

属
事
案
は
な
く
、

年
度
に
新

２１

た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

轄８
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し

立
て
の
状
況

係
属
事
案
は
な
く
、

年
度
に
新

２１

た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ
た
。

問
総
務
課

撒（

）４
１
５
８

５７

町
の
上
水
道
の
検
査
結
果

町
で
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水

の
供
給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
、

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
す
べ

て
適
合
し
て
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

５７

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

撒（

）０
０
３
８

５６

（4）

町の人事行政運営等の状況

水質検査結果（２２年５月１７日採取）
水質

基準値
愛宕公園馬場公園採取場所

項 目
100個/悪

以下
00一 般 細 菌

検出され
ないこと

不検出不検出大 腸 菌

10葵/渥
以下

2.752.61硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素

0.3葵/渥
以下

00.01未満00.01未満鉄及びその化合物

0.05葵/渥
以下

0.0050.005マンガン及びその化合物

200葵/渥
以下

20.520.0塩 化 物 イ オ ン

300葵/渥
以下

62.764.9カルシウム・
マグネシウム等(硬度)

500葵/渥
以下

140138蒸 発 残 留 物

3葵/渥
以下

0.70.8有機物（TOCの量）

5.8以上
8.6以下

6.97.0ph 値

５度以下0.00色 度

２度以下0.05未満0.05未満濁 度

１葵/渥
以下

0.60.5残 留 塩 素
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募集期間 /8/2（月）～31（火）（期間厳守）
募集内容 /各募集規定による 参加資格 /町在住在勤者
申込用紙 /芸能発表・音楽会・展示発表・各種催物の申込用紙は町公民館にあります。
申込・問い合わせ先 /生涯学習課 撒（57）4177

募 集 要 項

芸能発表会

11月3日（水・祝）
午前９時～午後４時
エニスホール

日時

会場

式 典

11月3日（水・祝）
午前11時～
エニスホール

日時

会場

囲 碁 大 会

11月3日（水・祝）
午前9時30分～

町公民館

日時

会場

芸能発表会
期 日 11月3日（水・祝）
会 場 エニスホール
（芸能発表会募集規定）
１．野木町文化協会に所属して

いる団体・サークルは、その所
属している専門部長（理事）
へ申込み、部門ごとの出演順
を記入し、取りまとめて、生
涯学習課へ代表して申し込む
こと。

２．野木町文化協会に所属して
いない団体サークルは、生涯
学習課へ申し込む。（参加団体
数を１５団体程度とする。）
但し、運営委員会において協
議の上参加を決定する。
なお、個人での参加申し込み
は、受付けません。

３．出演持ち時間(出入り･準備含
む)は、１曲５分以内とする。
（但し、団体の出演持ち時間
内での調整は差し支えない。）
民踊舞踊・民謡・詩吟・歌
謡・民族舞踊・その他で３９０
分

４．芸能発表会に参加する団体・
サークルは、音楽会には参加
できません。

５．参加料 無 料
６．参加者打合せ会を９月９日

（木）午後７時から、町公民館
にて行いますので、必ず出席
してください。

※ 申し込み締切り後、予定時間
（３９０分）をこえた場合は、
調整あり。

音 楽 会
期 日 10月24日（日）
会 場 エニスホール
（音楽会募集規定）
１．野木町文化協会に所属して
いる団体・サークルは、その所
属している専門部長（理事）へ
申込み、部門ごとの出演順を記
入し、取りまとめて、生涯学習
課へ代表して申し込むこと。

２．野木町文化協会に所属して
いない団体サークルは、生涯学
習課へ申し込む。
但し、運営委員会において協

議の上参加を決定する。
なお、個人での参加申し込み

は、受付けません。
３．出演持ち時間(出入り･準備含
む)は、以下のとおりとする。
吹奏楽団・オーケストラ
・・・１団体３０分以内
（１２０分）
その他の楽器演奏
・・・１団体１５分以内
（１８０分）
合唱（コーラス）
・・・１団体１５分以内
（ ６０分）

４．音楽会に参加する団体・サー
クルは、芸能発表会には参加で
きません。

５．参加料 無 料
６．参加者打合せ会を９月８日
（水）午後７時から、町公民館に
て行いますので、必ず出席して
ください。

※ 申し込み締切り後、予定時間
（３６０分）をこえた場合は、調
整あり。

各種催物
出店数出店規定期間部門

応相談団体・サークルで申し込む
（茶会打ち合わせ会で協議）

10月29日（金）
～31日（日）茶 会

応相談団体・サークルで申し込む
（模擬店等打ち合わせ会で協議）

10月29日（金）
～31日（日）、
11月3日（水・祝）

模 擬
店 等

第第第第第第第第第第33333333334444444444回回回回回回回回回回野野野野野野野野野野木木木木木木木木木木町町町町町町町町町町文文文文文文文文文文第34回野木町文化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集参加者募集

茶 会

10月29日（金）・30日（土）・31日（日）
午前９時～午後４時
町公民館

日時

会場

模 擬 店 等

10月29日（金）・30日（土）・31日(日)・11月3日（水・祝）
午前９時～午後４時
エニスホール・役場駐車場他

日時

会場

映 画 会
未定
10月31日（日）
午後０時３０分開場 １時上映
エニスホール
※入場券整理券が必要となります。

作品
日時

会場

展 示 発 表 会
期 間 10月29日（金）・30日（土）・31日（日）
会 場 町体育センター・町公民館
申込数 １部門につき1人1点

（部門内の複数申し込み不可）
効 効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効

出 品 物 規 定部 門
自作に限る華 道
短冊・色紙・額・条幅・枠張・仮巻
で自筆のものに限る書 道

短冊・色紙で自筆のものに限る文 芸
自作に限る工 芸
パネル・額等（自撮影に限る）
四つ切・半切・全紙写 真

自作に限る
絵画：額3号～20号まで美 術

青少年関係団体、女性関係団体等で自主的
にサークル活動をしていて、上記の部門
に属さないもの

そ の 他
一般サークル
各種団体

※ 額を使用する場合ガラス製不可（アクリル製は可）。
※ 参加者打ち合わせ会を9月10日(金)午後7時から、

町公民館で開催しますので、必ず出席してくださ
い。

※ 参加される方は、当日の運営のお手伝いをお願い
します。

ダンスパーティー
10月23日（土）
午後6時30分～9時30分
町体育センター（土足厳禁）
※ 入場整理券が必要となります。

日時

会場

音 楽 会
10月24日（日）
午前9時30分～午後3時30分
エニスホール

日時

会場

将 棋 大 会
10月24日（日）
午前9時30分～
町公民館

日時

会場

展示発表会
10月29日（金）・30日（土）・31日（日）
午前9時～午後4時
町体育センター・町公民館

日時

会場
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税徴収強化月間２０１０
～あなたの税が未来を拓く～

★全県下一斉の取組
納税の公平と税収の確保をはかるため、８

月も引き続き「市町村税徴収月間」として、
栃木県との協働により、全県下一斉の徴収
強化を実施しています。いま一度ご自身の
納付状況等をご確認ください。

★自主的な納付を！！
国の改革により税源が移譲されたことに

より、国からの補助や負担金が削減され、そ
の分が住民税（地方税）に移し替えられまし
た。
野木町の様々な事業を行うための費用は

皆さんの税金が支えています。
所得や資産の状況に応じて、皆様に公平

に負担していただいており、「滞納」すること
は、税の公平性から見てもルール違反です。
住民の皆様の自主的な納税を期待します。
しかし、期限を過ぎても納付がない場合は、
差押財産等の調査、滞納者の住居や事業所
の訪問・捜索、自動車等の財産の滞納処分
（差押・インターネット公売など）、を積極
的に実施していきます。
滞納処分をしなくてもよいように、皆さ

んの自主的な納税をお願いします。

★町では税収確保に向け、次のような取組みを行っています
納税相談：町税等を納期限内に納めることが困難な方の相談（分割納付等）を受け付け

ています。
納税催告：納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、

自宅訪問、勤務先訪問を行います。
財産調査：滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調

査を行います。
給与調査：滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分：不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車等の差押を行います。差押

後も納付されない場合、差押財産の公売・
取立を行います。インターネット公売も実
施予定です。

興
興
興
興
興

問：税務課 撒（５７）４１２４・４１４４



入
院
時
の
食
事
代
減
額
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

歳
以
上
（

歳
以
上
で

７０

６５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
含

む
）
で
療
養
病
床
に
入
院
さ
れ
て
い

る
次
の
条
件
の
方
も
申
請
に
よ
り
減

額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
食
費
及
び

居
住
費
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

酸
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

額
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

酸
国
民
健
康
保
険
加
入
者

額
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
町
村
民
税
非
課
税

持
参
す
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

８
月
１
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
の
医
療

７０

７４

費
は
、
現
在
１
割
ま
た
は
３
割
の
自

己
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

８
月
１
日
よ
り

年
分
の
所
得
で
負

２１

担
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
は
７
月
末
ま
で
に
一
人

ひ
と
り
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
保
険
証
と

新
し
い
受
給
者
証
を
併
せ
て
病
院
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

８
月
１
日
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

歳
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

７５
は

歳
）
以
上
の
方
の
医
療
費
は
、

６５
現
在
１
割
ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
１

日
よ
り

年
分
の
所
得
で
負
担
割
合

２１

が
決
ま
り
ま
す
。
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
７
月
末
ま
で

に
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
新
し
い
保

険
証
を
病
院
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
の

歳
未
満
の
方
が
入

７０

院
し
た
場
合
の
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
を
病
院
に
示
す
も
の
で
す
。

病
院
に
保
険
証
と
認
定
証
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
か
月
間
の
窓

口
負
担
額
が
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。（
保
険
診
療
分
の
医
療
費
）

８
月
１
日
よ
り

年
分
の
所
得
で

２１

自
己
負
担
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
。

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

保
険
証
・
印
鑑

※
自
己
負
担
限
度
額
は
１
か
月（
各

月
１
日
～
末
日
）の
金
額
で
す
。

※
上
位
所
得
者
と
は
、
基
礎
控
除
後

の
所
得
額
が
６
０
０
万
円
を
超
え

る
世
帯
の
方
で
す
。

※[
]

内
は
、
過
去

か
月
の
う
ち

１２

で
自
己
負
担
限
度
額
上
限
ま
で
の

支
払
い
が
４
回
目
以
降
の
場
合
で

す
。

※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
自
己

負
担
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い
と
上
位

所
得
者
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
場
合
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

お知らせ
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認定証
表示自己負担限度額世帯区分

A
１５０，０００円＋（かかった医療費
－５００，０００円）×１％
[８３，４００円]

上位所得者

B
８０，１００円＋（かかった医療費
－２６７，０００円）×１％
[４４，４００円]

一般

C３５，４００円 [２４，６００円]住民税
非課税世帯

※参考
入院時食事代の標準負担額（１食当り）

２６０円一般、現役並み所得者
２１０円９０日までの入院市町村民税非課税世帯等 １６０円９０日を超える入院

１００円７０歳以上で世帯全員が市町村民税非課税、
かつ各所得額が０円となる世帯に属する方

療養病床に入院されている方の食費及び居住費標準負担額
食 費 ４６０円
居住費 ３２０円①一般、現役並み所得者

食 費 ２１０円
居住費 ３２０円②市町村民税非課税の世帯に属する方

食 費 １３０円
居住費 ３２０円③②のうち世帯全員が所得０円の世帯に属する方
食 費 １００円
居住費 0円④③のうち老齢福祉年金受給者

※食費は１食当り、居住費は１日当りの負担額です。
※一般、現役並み所得者の食費負担額は入院している医療機関によ
って異なります。詳しくは医療機関に問い合わせください。
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Inform
ation

お知らせ

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
!!

町
で
は
、
都
市
づ
く
り
の
具
体
的

な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
地
域
別
の
あ
る

べ
き
市
街
地
像
、
課
題
に
対
応
し
た

整
備
方
針
、
都
市
生
活
・
経
済
活
動

等
を
支
え
る
諸
施
設
の
計
画
等
を
き

め
細
か
く
定
め
る
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員

５
人

応
募
資
格

・町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

・満

歳
以
上
の
方（
平
成

年
４
月

２０

２２

１
日
現
在
）

・野
木
町
議
会
議
員
お
よ
び
野
木
町

職
員
以
外
の
方

任

期

委
嘱
の
日
か
ら
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ

る
ま
で
（
平
成

年
３
月
予
定
）

２４

報

酬

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

８
月
６
日
～

日
２０

応
募
方
法

次
の
こ
と
を
記
入
し
て
都
市
整
備

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
自
由
ま
た
は
所
定
の
応
募
用

紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・住
所
、氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、電

話
番
号
、職
業

・応
募
の
動
機

選
考
方
法

書
類
に
よ
る
選
考

そ
の
他

応
募
用
紙
は
都
市
整
備
課
に
あ
り

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

野
木
町
都
市
整
備
課
計
画
係
宛

糸toshiseibi@tow
n.nogi.tochigi.jp

姉（

）４
１
９
１

５７
問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
６
１

５７

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

「
児
童
手
当
」
は
４
月
か
ら
「
子

ど
も
手
当
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
手
当
」
と
は
、
中
学
校
３

年
生（

歳
到
達
後
最
初
の
３
月
末
）

１５

ま
で
の
お
子
様
に
対
し
て
、
一
律
１

３
０
０
０
円
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

中
学
校
２
・
３
年
生
の
お
子
様
が

い
る
保
護
者
の
方
と
、
所
得
制
限
な

ど
の
た
め
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
な
か
っ
た
保
護
者
の
方
で
、
ま
だ

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
９

月

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

３０
さ
い
。

興
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
方

１

中
学
校
2
・
3
年
生
の
お
子

様
の
み
が
い
る
方

２

所
得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

興
「
額
改
定
認
定
請
求
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
方

３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
て
、
中
学
校
２
・
３
年
生
の
お
子

様
が
い
る
方

興
手
続
き
が
不
要
な
方

１

３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
て
、
中
学
校
２
・
３

年
生
の
お
子
様
が
い
な
い
方

（
児
童
手
当
か
ら
自
動
的
に

切
り
替
わ
り
ま
す
）

２

公
務
員
の
方
（
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
そ
の
他
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
１

５７

両
親
学
級（
パ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
）

マ
マ
だ
け
で
な
く
、パ
パ
の
不
安

や
悩
み
に
お
答
え
し
た
り
、同
じ
思

い
の
人
と
交
流
で
き
る
場
が
両
親
学

級（
パ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
）で
す
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し

い
気
持
ち
で
接
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
、こ
の
機
会
に
マ
マ
と
パ
パ
で
仲

良
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成

年
９
月

日（
土
）

２２

１１

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

新
し
く
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
る
父
母

内

容
○
講
話「
親
の
役
割
に
つ
い
て
二

人
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」

○
す
ぐ
に
役
立
つ
子
育
て
体
験

（
お
風
呂
の
入
れ
方
、お
む
つ
の

あ
て
方
等
）

定

員

組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

１５

受

付

８
月
５
日
～

電
話
も
し
く
は
来
所
に
て

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

８
月
1
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
も

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
に
な
り

ま
す（
受
付
は
７
月
1
日
か
ら
開
始

し
ま
す
）。



所
得
制
限
そ
の
他
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
ら
ん
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す

（「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」→「
福
祉
」→

「
い
ろ
い
ろ
な
給
付
と
手
当
」）

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
１

５７

戦
没
者
追
悼
式

町
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
生

命
を
捧
げ
た
同
胞
を
追
悼
し
、
再
び

こ
の
よ
う
な
不
幸
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
を
誓
い
、恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

本
年
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
金
）

２０

午
前

時

分
～

１０

３０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
列
を
希
望
す
る
方

産
町
遺
族
会
会
員

遺
族
会
地
区
役
員
を
通
し
て
申
込

産
会
員
以
外
の
方

式
当
日
、
直
接
会
場
へ

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
９
６

５７

町

敬

老

会

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
祝
し
て
敬

老
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日

時

９
月
３
日（
金
）

酸
午
前
の
部

午
前

時
～

１０

野
木
中
学
校
区
の
方

酸
午
後
の
部

午
後
２
時
～

野
木
第
二
中
学
校
区
の
方

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内

容

式
典
及
び
演
芸（
予
定
）

招

待

満

歳
以
上
の
方

７３
（
９
月
１
日
現
在
）

※
案
内
状
は
、８
月
中
旬
発
送
予
定

敬
老
祝
金

９
月
１
日
現
在
で
、
満

歳
、

７７

８０

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

８５

８８

９０

９５

歳
、
１
０
０
歳
の
方
に
敬
老
祝
金

９９を
お
渡
し
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
３

５７

８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

「
ま
た
明
日

き
っ
と
歩
こ
う

こ
の
道
を
」

道
路
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
公
共
施
設

で
す
が
、あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、そ
の
重
要
性
が
見
過

ご
さ
れ
が
ち
で
す
。こ
の
月
間
を
機

お知らせ

（9）

年金Q＆A ～国民年金の加入②～
Q．会社員と結婚することになり会社を退職したが、どんな届出が必要？
Ａ.会社を退職したときの年齢が２０歳以上６０歳未満であれば、国民年金
に加入することになります。
会社を退職してから結婚するまでに期間がある場合は、国民年金

の第1号被保険者となり、役場住民課窓口での手続きが必要です。退
職日が分かる書類（資格喪失証明または離職票等）を持参ください。
結婚して夫に扶養されるようになった場合には、国民年金第３号

被保険者への変更届けを、夫の勤務している会社に提出してください。
Q．会社員の夫が退職したが、妻である私も国民年金の届出が必要？
Ａ.第３号被保険者は、厚生年金や共済組合に加入している方に扶養さ

れる配偶者の方となっています。したがって、夫が退職したときに
は第１号被保険者として国民年金に加入することとなります。夫の
退職日が分かる書類（資格喪失証明または離職票等）を持参のうえ、
役場住民課窓口で手続きをしてください。

Q．会社を退職後、２か月後に再就職の予定。その間、国民年金に加入
するの？

Ａ.２０歳以上６０歳未満の方は、厚生年金や共済組合などの公的年金制度
に加入している方を除き、国民年金に加入しなければなりません。
会社を退職後２か月間は厚生年金に加入していない期間になります
ので、第１号被保険者として国民年金に加入することになります。
役場住民課の窓口で、退職日の分かる書類（資格喪失証明書または

離職票等）を持参のうえ、国民年金加入の手続きを行ってください。

問：住民課 撒（５７）４１４０

会
に
、道
路
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、正
し
い
利
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

興
道
路
は
・
・
・

①
暮
ら
し
に
必
要
な
食
物
や
日
用
品

な
ど
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

②
上
空
や
地
下
に
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
収
容
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
災
害
時
に
は
避
難
路
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

④
通
風
や
採
光
、
緑
化
な
ど
の
空
間

と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

※
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を

利
用
出
来
る
よ
う
、道
路
愛
護
活

動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
５

５７



（10）

Inform
ation

町
臨
時
職
員
候
補
者
募
集

平
日
及
び
土
曜
日
に
勤
務
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方

を「
候
補
者
」と
し
て
名
簿
に
登
載

（
受
付
よ
り
２
年
間
）し
、
そ
の
中
か

ら
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
保
育
士
証

写
し
を
丸
林
保
育
所
へ

問
丸
林
保
育
所

撒（

）１
７
０
８

５６

自
然
学
習
の
場

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
全
面
開
放

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
は
、
国
土
交
通

省
の
占
用
許
可
が
下
り
６
月

日
に

２１

全
面
開
放
い
た
し
ま
し
た
。

渡
良
瀬
遊
水
地
の
植
物
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
９
月
に
は
、

「
ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ（
※
）」

の
花
も
見
ら
れ
ま
す
。

駐
車
場
と
ト
イ
レ
は
、
思
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
園
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
５

５７

（10）

お知らせ

渡
良
瀬
遊
水
池
に
自
生
す

る
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
の
な
か

ま
。

年
９
月
新
種
と
し

０５

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

※
ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

募集内容

採用期間賃 金年 齢仕事内容職 種

６か月以内時給８５０円
５５歳くらい

まで

保育業務
（保育士資格を

有する方）
保育士



ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国

大
会
等
出
場
費
補
助
金

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国

大
会
等
へ
の
出
場
に
対
す
る
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対

象

・
町
内
の
小
・
中
学
生

・
町
在
住
の
高
校
・
大
学
生

・
町
在
住
及
び
町
内
在
勤
者

対
象
大
会

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
・
日
本
体

育
協
会
、ま
た
は
同
協
会
の
加
盟
団

体
・
文
部
科
学
省
等
政
府
関
係
機
関

に
該
当
す
る
も
の
が
推
薦
等
を
し
て

い
る
大
会

茨
関
東
大
会（
東
日
本
大
会
）等

芋
全
国
大
会

鰯
ア
ジ
ア
大
会

允
世
界
大
会

補
助
金
額
（
１
人
あ
た
り
）

産
小
・
中
学
生

交
通
費
及
び
必
要
に
応
じ
て
宿
泊
費

産
小
・
中
学
生
以
外

大
会
に
応
じ
て
、

３
０
０
０
円
～
５
０
０
０
０
円

問
生
涯
学
習
課

撒（

）４
１
８
７

５７

国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

８
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

日

時

８
月
１
・
８
・

日（
日
）

２２

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
、
在
勤
の
外
国
人

受
講
無
料

申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
日
曜
日
の
午
後（
午
後
１
時

分
３０

～
３
時
）受
講
希
望
の
方
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

撒（

）２
９
３
９

３７

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

町
で
は
、幼
稚
園
教
育
の
一
層
の

普
及
と
充
実
を
図
る
た
め
、「
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」を
実
施
し

ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、公
認
幼
稚
園

に
通
園
す
る
園
児（
３
～
５
歳
）を
お

持
ち
の
保
護
者
は
、幼
稚
園
の
入
園

料・保
育
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

必
要
な
手
続
き
等
の
連
絡
は
、幼

稚
園
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
３

５７

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

平
成

年
４
月
に
入
隊
す
る
各
種

２３

自
衛
官
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】８
月
１
日
～
９
月

日
１０

興
航
空
学
生

応
募
資
格

高
卒（
見
込
含
）
歳
未
満

２１

試
験
日（
１
次
試
験
）
９
月

日
２３

興
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

２３
歳
以
上

歳
未
満

１８

２７

試
験
日（
１
次
試
験
）
９
月

日
１８

興
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
）

応
募
資
格

平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

２３
歳
以
上

歳
未
満

１８

２７

試
験
日

９
月
下
旬

（
受
付
時
に
お
知
ら
せ
）

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
７
６
３

２５

お知らせ
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Inform
ation

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
解
決
制
度

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
や

家
族
等
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を
適
切

に
解
決
す
る
た
め
、助
言
・
相
談
・
調

査
・
あ
っ
せ
ん
・
知
事
へ
の
通
知
等
を

行
い
ま
す
。

ご
相
談
は
電
話
や
来
所
の
他
、文

書
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問
栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

宇
都
宮
市
若
草
１
‐

‐
６

１０

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

撒
０
２
８（
６
２
２
）２
９
４
１

姉
０
２
８（
６
２
２
）２
３
１
６

死asu.sw
@dream

.ocn.ne.jp

‐中
学
生
ま
で
の
交
通
遺
児
の
た
め
に‐

育
成
資
金
貸
付
制
度

対
象
者

保
護
者
が
、
自
動
車
事
故
の
た
め

亡
く
な
っ
た
り
重
度
後
遺
障
が
い
者

に
な
っ
た
り
し
た
中
学
校
卒
業
ま
で

の
お
子
さ
ん
。

貸
付
金

〔
一
時
金
〕

万
５
千
円

１５

〔
月

額
〕
２
万
円

〔
小
中
学
校
入
学
時
支
度
金
〕

４
万
４
千
円

返
還
方
法

割
賦
に
よ
る
無
理
の
な
い

年
以

２０

内
の
均
等
払
い
。
な
お
、
進
学
し
た

場
合
在
学
期
間
中
は
返
還
猶
予
可
能
。

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

栃
木
支
所
撒
０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

‐
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
ヘ
‐

介

護

料

支

給

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
、

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
損
傷
し
、
後
遺

障
が
い
の
程
度
が
次
に
該
当（
相
当
）

す
る
方
。

〔
常
時
要
介
護
〕

（
障
が
い
程
度
に
応
じ
）

月
額
５
８
５
７
０
円

～
１
３
６
８
８
０
円

〔
随
時
要
介
護
〕

月
額
２
９
２
９
０
円

～
５
４
０
０
０
円

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

栃
木
支
所
撒
０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

８
月

日（
木
）

１９

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所
栃
木
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

栃
木
市
今
泉
町
１‐２‐７

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

月
１
日
か
ら

１０米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

消
費
者
の
視
点
に
立
ち
、米
流
通

適
正
化
を
図
る
た
め
、米・米
加
工
品

の
取
引
等
記
録
の
作
成・保
存
と
産

地
情
報
伝
達
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
事
業
者

米・米
加
工
品
を
取
り
扱
う
幅

広
い
事
業
者
が
対
象
で
す
。米
販

売
農
家
や
農
協
、米
販
売
店
、米

（
ご
飯
）を
提
供
す
る
飲
食
店
、小

売
店（
ス
ー
パ
ー
、農
産
物
直
売

所
）、食
品
製
造
業
者
、食
品
卸
売

業
者
な
ど

対
象
品
目

玄
米
、精
米
の
ほ
か
、白
め
し
、

お
か
ゆ
、寿
司
、弁
当
、チ
ャ
ー
ハ

ン
、オ
ム
ラ
イ
ス
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

赤
飯
、ド
リ
ア
、お
に
ぎ
り
な
ど
ご

飯
と
し
て
提
供
す
る
料
理
や
、米

粉
、も
ち
、団
子
、米
菓
、清
酒
、単

式
蒸
留
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、み
り
ん

な
ど

対
象
者
の
役
割

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

（
取
引
等
の
記
録
の
作
成・保
存
）

※

月
１
日
施
行

１０
米・米
加
工
品
を

①
取
引（
譲
受
け
、譲
渡
し
）

②
事
業
者
間
の
移
動（
搬
入
、搬
出
）

③
廃
棄
又
は
亡
失

を
行
っ
た
場
合
に
は
、そ
の
記
録

を
作
成
し
保
存

産
地
情
報
の
伝
達

※
平
成

年
７
月
１
日
施
行

２３

産
地
が
国
内
で
あ
れ
ば「
国
内
」

「
国
内
産
」「
○
○
県
産
」等
、外
国

で
あ
れ
ば「
○
○
国
産
」と
商
品
の

お知らせ



包
装
に
記
載
す
る
か
メ
ニ
ュ
ー
に

記
載
す
る
か
店
内
に
掲
示
す
る
な

ど
産
地
情
報
を
伝
達

詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m

aff.go.jp/j/soushoku/
keikaku/kom

e_toresa/index.htm
l

問
関
東
農
政
局
栃
木
農
政
事
務
所

食
料
部
計
画
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
２
６

県
農
政
部
経
済
流
通
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
２
９
８

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’
１０

県
内
の
農
業
青
年
が
集
ま
り
、自

分
た
ち
が
作
っ
た
農
産
物
、ま
た
そ

れ
を
活
か
し
た
飲
食
物
の
P
R
を
兼

ね
販
売
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、見
て
触
れ
て
話
し
て
楽

し
め
る
い
ろ
い
ろ
な
農
業
体
験
も
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
。

日

時

８
月

日（
日
）

２２

午
前
９
時
～
午
後
２
時

（
荒
天
中
止
）

会

場
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村（
宇
都
宮
市
）

カ
ブ
ト
ム
シ
無
料
配
布

問
栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
３
１
７

お知らせ

（13）

野 木 町
委託事業 地域活動支援センター

＊地域活動支援センターとは

障がいのある方が
地域において、自立
した日常生活または
社会生活を営むこと
ができるよう、生活
の相談に応じたり、
創作活動、作業活動
の場の提供をしています。パソコン教室、調理
実習、カラオケなど、楽しいプログラムを実施
しています。

お気軽にご相談ください

野 木 町
委託事業 障がい者相談支援センター

＊障がい者相談支援センターとは

発達に心配のある
お子さんや、障がい
のある方、そのご家
族のために、必要な
情報の提供と助言を
行います。また、障
がい福祉サービスの
利用についての説明や、関係機関との連絡調整
等を行います。

お気軽にご相談ください
ライフサポートセンターゆめ 撒(５７)３６２４
みらい 撒(５７)２６７３

問健康福祉課撒(５７)４１９６

みらい 撒(５７)２６７３

問健康福祉課撒（５７）４１９６

「
ウ
チ
の
コ（
動
物
）見
て
見
て
！
コ
ン
テ
ス
ト
」

ペ
ッ
ト
の
写
真
作
品
募
集

皆
さ
ん
自
慢
の
ペ
ッ
ト
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
は
、９
月

日
開
催
「
２
０

２３

１
０
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
会
場
に
掲
示
、
来
場
者
の

投
票
に
よ
る
上
位
入
賞
者
に
は
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

募
集
対
象

ペ
ッ
ト
の
写
真

サ
イ
ズ

Ｌ
規
格（
１
２
７
㎜
×

㎜
）以
内

８９

応
募
方
法

○
申
込
書
と
併
せ
、
事
務
局
に
持

参
ま
た
は
郵
送
（
返
却
不
可
）。

○
用
紙
は
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
種
類・頭
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
点
数

一
人
１
枚

締
切
日

８
月

日
３１

申
込
先

〒
３
２
１‐０
１
６
６

宇
都
宮
市
今
宮
４‐７‐８

栃
木
県
動
物
愛
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ウ
チ
の
コ
（
動
物
）
見
て
見
て
！
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

問
２
０
１
０
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局

（
栃
木
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
内
）

撒
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８



献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

８
月

日（
火
）

３１

午
前

時
～
正
午

１０

午
後
１
時
～
午
後
４
時

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

公
民
館
・
体
育
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

８
月

日(

日)

は
、
役
場
施
設
内

２９

の
受
電
施
設
改
修
工
事
の
た
め
、
敷

地
内
が
停
電
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
公
民
館
を
臨
時
に
休
館
し
ま
す
。

当
日
は
、
公
民
館
・
体
育
セ
ン
タ
ー
、

な
ど
の
施
設
利
用
、
予
約
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
他
の
日
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
財
政
管
理
課

撒（

）４
１
１
７

５７

健
康
度
測
定
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

健
康
の
た
め
に
積
極
的
に
何
か
し

て
い
ま
す
か
。

ま
ず
、
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
健
康

状
態
や
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
確
立
を
目
指
し
、
安
全
で
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
度
を
測
定
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

対

象

歳
以
上
の
野
木
町
国
民

３０健
康
保
険
加
入
者

実
施
日

月
６
日（
水
）

１０
月

日（
水
）

１１

１７

※
各
実
施
日
と
も
定
員

名
１０

時

間
午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

分

３０

３０

※
役
場
午
前
８
時
発
、
午
後
５
時
３０

分
着
予
定

※
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

会

場
と
ち
ぎ
健
康
の
森（
宇
都
宮
市
）

内

容

産
問
診
（
生
活
・
運
動
・
栄
養
等
）

産
医
学
的
検
査
（
身
体
計
測
・
尿
検

査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
血
液
検

査
・
血
圧
測
定
・
肺
機
能
・
安
静

時
心
電
図
等
）

産
理
学
的
検
査（
医
師
の
診
察・運
動

負
荷
試
験
実
施
の
可
否
判
断
等
）

産
運
動
負
荷
試
験
（
自
転
車
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
心
臓
疾
患
の
発

見
・
最
大
酸
素
摂
取
量
測
定
等
）

産
体
力
測
定
（
筋
力
・
瞬
発
力
・
柔

軟
性
・
平
衡
性
・
敏
捷
性
・
筋
持

久
力
等
）

産
個
別
指
導
（
医
師
・
健
康
運
動
指

導
士
・
栄
養
士
・
保
健
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
）

申
込
期
間

８
月

日
～

日

１６

２０

申
込
方
法

電
話
で
町
住
民
課
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

用
意
す
る
も
の

運
動
靴
・
タ
オ
ル

料

金
１
８
４
０
円
（
測
定
料
１
０
０
０

円
と
昼
食
代
８
４
０
円
）

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

「
平
成

年
度
資
源
化

２１

可
能
性
調
査
報
告
書
」

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
で
は
、

「
平
成

年
度
資
源
化
可
能
性
調
査

２１

報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

次
の
方
法
に
よ
っ
て
閲
覧
が
可
能

で
す
。

・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課
、

小
山
市
環
境
課
、
下
野
市
環
境
課
、

野
木
町
生
活
環
境
課
の
窓
口
で
の
開
覧
。

・
左
記
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
。

http://w
w
w
.clty.oyam

a.tochigi.
jp./koulki/

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日

時

９
月

日（
土
）

１８

受
付

９
時
～

講
習

９
時

分
～

３０

場

所

間
々
田
公
民
館

小
山
市
大
字
間
々
田
１
９
６
０‐１

申

込

８
月

日
～
９
月

日

２８

１１

受
講
無
料

※
テ
キ
ス
ト
配
布

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

撒
０
２
８
５（

）３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

Inform
ation

お知らせ

お
詫
び
と
訂
正

６
月
号
９
ペ
ー
ジ
『
危
険
物
保
安
講
習

会
』
の
記
事
中
、『
受
講
無
料
』
と
あ
る
の

は
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

（14）
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ふ
れ
あ
い
第136号

※「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」の
記
事
に

　

関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　

野
木
町
公
民
館　

☎（
57
）４
１
８
８

野
木
町
煉
瓦
窯
一
般
公
開

野
木
町
煉
瓦
窯
（
国
指
定
重
要

文
化
財
旧
下
野
煉
化
製
造
会
社

煉
瓦
窯
）
の
一
般
公
開
が
５
月

29
日
、
30
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
・

県
外
か
ら
総
勢
361
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想

　

５
月
30
日
の
午
後
、
野
木
町
煉
瓦

窯
の
一
般
公
開
が
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
父
と
主
人
の
３
人
で
出
か
け
ま

し
た
。

　

外
観
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
時
に
何
度
か
訪
れ

見
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
役
場
の

方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
聞
き
、
内
部

を
見
学
し
て
、
た
く
さ
ん
の
煉
瓦
が

焼
か
れ
て
い
た
昔
の
様
子
に
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

　

父
と
主
人
も
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

知
っ
て
い
る
煉
瓦
窯
で
し
た
が
、
今

回
の
見
学
で
、
す
ば
ら
し
さ
を
再
認

識
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
の
姿

で
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

☆日時　８月２８日（土）午後６時～午後８時
☆場所　町公民館前駐車場（雨天時　町体育センター）
☆主催　野木町教育委員会、野木町ふれあい夏祭り実行委員会

　夏休み恒例のイベント“ふるさと祭り”が、今年はリニューアルし名称
も新たに「野木町ふれあい夏祭り」となり、夏を飾るべく開催されます。
　太鼓（おはやし）教室の受講生による上演や町に伝わる伝統芸能の上映
など、子どもたちが郷土芸能にふれあうことのできる楽しいイベントです。
また、子ども向けのゲーム・アトラクションコーナーを設け、参加賞も用
意しています。
　夏の終わりを思う存分満喫し、ひと夏の思い出に・・・。
　ぜひ、お越しください。

８月２８日（土）は

野木町ふれあい夏祭り
～今年の祭は一味ちがう！～
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５
月
26
日（
日
）、
野
木
分
館
事
業

の
一
環
と
し
て
「
水
辺
の
楽
校
」
の

除
草
作
業
と
野
木
町
煉
瓦
窯
ま
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
を
含
む
約
50
名

の
方
が
参
加
し
、
ま
ず
は
楽
校
内
の

除
草
を
行
い
ま
し
た
。
自
然
に
触
れ

な
が
ら
草
を
取
っ
た
あ
と
、
煉
瓦
窯

ま
で
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
歩
き
ま

し
た
。
子
ど
も
達
は
お
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
遠
足
気
分
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

煉
瓦
窯
に
到
着
す
る
と
、
生
涯
学

習
課
の
方
か
ら
煉
瓦
窯
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
近
く
に
住
ん

で
い
て
も
、
な
か
な
か
見
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
世
界
に
誇

れ
る
文
化
財
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

６
月
６
日（
日
）16
回
目
を
迎
え
る

大
会
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
115
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
南
赤
塚
小
学
校
↓
松

原
大
橋（
新
城
公
園
）↓
思
川
河
川
管

理
道
路
↓
野
木
町
煉
瓦
窯
↓
水
辺
の

楽
校
↓
あ
じ
さ
い
公
園
↓
南
赤
塚
小

学
校（
ゴ
ー
ル
）ま
で
の
14
㎞
で
す
。

　

思
川
河
川
管
理
道
路
で
は
、
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
野
生
の

桑
の
実
摘
み
と
自
然
を
満
喫
し
、
昼

食
は
水
辺
の
楽
校
で
分
館
が
用
意
し

た
、
お
に
ぎ
り
弁
当
を
食
べ
休
憩
を

し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
5.5
㎞
で
疲
れ
が

出
て
き
ま
し
た
が
、
全
員
が
完
歩
す

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
感
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
学
習
会
の
第
１
回

を
兼
ね
て
お
り
、
公
民
館
長
に
よ
る

開
講
式
も
行
い
ま
し
た
。
次
回
は
11

月
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
29
日
、ホ
ー
プ
館
に
お
い
て
、

分
館
主
催
の
お
楽
し
み
会
が
開
催
さ

れ
、
70
才
以
上
の
方
160
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、
町
長
、
公

民
館
長
、
新
橋
学
区
分
館
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
傘
寿
者
（
19
名
）

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
演
芸
会
で
は
、
オ
カ
リ

ナ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
お
は
や
し
会
が

あ
り
、
日
光
和
楽
踊
り
や
和
太
鼓
に

よ
る
八
木
節
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
謡
・
民
謡
が
次
々

に
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　

今
年
は
、
協
力
役
員
や
ス
タ
ッ
フ

も
多
く
自
ら
の
負
担
が
少
な
く
す
み

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

よ
り
良
い
お
楽
し
み
会
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
皆
様
の
元
気
と
笑
顔
に

私
た
ち
も
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
！

野　木

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

 
（
野
木
地
区
）

南赤塚

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

新　橋

敬
老
お
楽
し
み
会
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頭
の
体
操
を
楽
し
く
！

　

高
齢
化
社
会
が
益
々
進
ん
で
い
ま

す
。
散
歩
で
足
腰
を
鍛
え
る
の
は
、

健
康
に
と
て
も
良
い
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
も
っ
と
も
良
い
の
は
、

脳
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
「
ホ
ー
プ
将
棋
ク
ラ
ブ
」

は
10
年
前
か
ら
ホ
ー
プ
館
で
「
ボ
ケ

防
止
を
将
棋
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

一
度
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

初
級
・
中
級
者
中
心
。
全
員
対
局

の
「
竜
王
戦
」
や
３
ヶ
月
に
一
度
の

大
会
等
イ
ベ
ン
ト
多
彩
！

対
局
日　

毎
週
月
・
水
・
金

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時（
夏
：
４
時
半
）

場　

所　

ホ
ー
プ
館（
主
に
娯
楽
室
）

　

問　
　

対
局
場
所
に
て
受
付

　
　
　
　

担
当　

小
林
光
男

　
　
　
　

℡
57

－

２
４
６
８

　

私
た
ち
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
は
、

結
成
し
て
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。
人

数
は
10
人
程
度
で
、
皆
楽
し
み
な
が

ら
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、

各
自
好
き
な
曲
目
を
選
択
し
、
大
浦

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
少
し
ず
つ
で

す
が
曲
を
仕
上
げ
て
い
く
喜
び
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
の
練
習
の
他
、
レ
ッ
ス
ン
会

場
に
お
い
て
年
１
回
の
お
さ
ら
い
会

で
、
練
習
の
成
果
を
確
認
し
合
う
と

い
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
で
、
ず
っ
と
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

練
習
日　
　

毎
週
火
曜
日

時　

間　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

代
表
者　
　

石
橋　

義
恵

電　

話　
　
（
55
）
１
０
０
９

　

中
国
３
千
年
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

穏
や
か
で
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
、

柔
と
剛
が
互
い
に
補
い
合
い
融
合
し

て
い
て
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
の

が
太
極
拳
で
す
。

　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
３

時
半
ま
で
、
町
武
道
館
で
気
持
の
良

い
汗
を
流
し
、
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
の
方
は
特
別
に
時
間

を
設
け
て
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

左
記
に
よ
り
無
料
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

講
師　

岡
崎
和
代
先
生
（
本
場
中
国

　
　
　

に
て
李
老
師
に
学
び
各
種
の

　
　
　

技
を
修
得
）

日
時　

８
月
11･

18･

25
日
（
水
曜
）

　
　
　

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

会
場　

町
武
道
館
（
直
接
会
場
へ
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
　
　
　

内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

問　

郡
司
つ
る
子　

57

－

０
７
２
８

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
通
常
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
タ
ヒ
チ
、

ハ
ワ
イ
フ
ラ
・
ダ
ン
ス
も
取
り
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
東
京
タ
ヒ
チ
ダ
ン
ス
大

会
で
個
人
優
勝
さ
れ
た
若
い
先
生
で

す
。
レ
ッ
ス
ン
の
結
果
、
町
内
は
も

と
よ
り
、
県
内
外
の
ス
テ
ー
ジ
に
も

参
加
で
き
ま
す
。

　

体
験
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
連
絡
先
ま
で
ご
一
報
下
さ

い
。

活
動
日　

木
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時
半

　

問　
　

手
塚

　
　
　
　

℡
57

－

４
２
８
１

サ
ー
ク
ル
紹
介

ホ
ー
プ
将
棋
ク
ラ
ブ

ピ
ア
ノ
ピ
ア
ニ
シ
モ

太
極
拳 

雲
手

マ
ウ
イ
ス
タ
ジ
オ
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①
結
婚
年
数

　

60
年
で
す
。

②
馴
れ
そ
め

　

同
じ
会
社
に
い
ま
し
た
の
で
、
社

　

内
結
婚
で
す
。

③
趣
味

•
茂
さ
ん

　

陶
芸
、
油
絵
、
俳
句

•
チ
ヨ
さ
ん

　

毎
日
レ
ー
ス
編
み
を
し
て
い
ま

　

す
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
お

　

友
達
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

④
円
満
の
秘
訣

•
茂
さ
ん

　

特
別
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

妻
が
作
る
料
理
を
お
い
し
く
食
べ

　

て
い
ま
す
。「
健
康
で
い
ら
れ
る

　

の
は
、
お
前
の
お
か
げ
だ
よ
」
と

　

よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。

⑤
健
康
の
秘
訣

•
チ
ヨ
さ
ん

　

魚
、
旬
の
野
菜
中
心
の
食
事
で
全

　

て
手
作
り
で
す
。
昼
は
手
作
り
パ

　

ン
で
す
。（
今
で
も
健
康
で
い
ら

　

れ
る
の
を
母
親
に
感
謝
し
て
い
ま

　

す
。）

⑥
公
民
館
活
動
で
参
加
し
た
も
の

ホ
ー
プ
館
で
「
む
ら
さ
き
会
」「
カ

タ
ツ
ム
リ
会
」に
参
加
し
て
ま
す
。

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
は
、「
と
ち

ぎ
シ
ル
バ
ー
文
化
祭
作
品
展
」
で

「
ゆ
う
ゆ
う

賞
」
を
県
知

事
か
ら
３
回

い
た
だ
き
ま

し
た
。

①
結
婚
年
数

　

51
年（
天
皇
陛
下
御
成
婚
と
同
年
）

②
馴
れ
そ
め

　

親
戚
で
も
あ
り
幼
馴
染
み

　

両
方
の
親
が
決
め
た
。

③
趣
味

　

夫　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
テ
レ
ビ

　

ゲ
ー
ム
は
な
ん
で
も
。

　

妻　

ペ
タ
ン
ク
、
生
花
と
多
数
。

　

共
通　

旅
行
（
昨
年
ま
で
で
47
都

　

道
府
県
踏
破
、
海
外
17
ヶ
国
）

④
円
満
の
秘
訣

　

喧
嘩
を
し
な
が
ら
も
仲
良
く
暮
ら

　

す
。（
ス
ト
レ
ス
解
消
に
!!
）

　

お
互
い
に
空
気
の
よ
う
な
存
在
で

　

生
活
。

⑤
健
康
の
秘
訣

　

野
菜
中
心
の
食
生
活
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

⑥
公
民
館
活
動
で
参
加
し
た
も
の

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ボ
ー
リ
ン
グ

　

大
会
な
ど

　
　

募　
　

集

　

６
月
号
か
ら
掲
載
の
特
集
「
き
ず

な
」
は
、
野
木
町
に
住
む
様
々
な
家

族
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
結
婚
年

数
の
長
い
夫
婦
、
新
婚
、
赤
ち
ゃ
ん

の
生
ま
れ
た
家
、
大
家
族
な
ど
の

方
々
を
募
集
し
ま
す
。（
推
薦
も
可
）

連
絡
先　

公
民
館　
（
57
）４
１
７
８

新　橋

馬
場　

 

茂  

さ
ん 
86
才

　
　
　

チ
ヨ 

さ
ん 

85
才

南赤塚

古
谷
野　

弘　

 

さ
ん 

79
才

　
　
　

芙
美
子 

さ
ん 

77
才

特 

集
「
き
ず
な
」

（
夫
婦
）



がっこうがっこう
佐
川
野

小
学
校

過
ご
せ
ま
し
た
。
今
回
で
き
た
思

い
出
は
大
切
に
し
た
い
で
す
。

茅
田
植
え

　
　
　
　

五
年　
 
寳
示
戸 　

ほ

う

じ

と

 
海
都 

か

い

と

　

ぼ
く
は
田
植
え
を
し
て
思
っ
た

こ
と
は
、
４
年
生
の
時
よ
り
も
う

ま
く
田
植
え
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、「
前
よ
り
も

田
植
え
が
う
ま
く
な
っ
た
ね
。」
と

言
わ
れ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
六

年
生
に
な
っ
て
も
田
植
え
を
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

五
年　
　
 
栁
田 　

や
な
ぎ
た

 
侑
輝 

ゆ

う

き

　

ぼ
く
は
、
四
年
生
と
六
年
生
と

一
緒
に
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
地

面
は
ぐ
に
ょ
ぐ
に
ょ
し
て
い
て
、

足
元
に
は
ザ
リ
ガ
ニ
や
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
が
い
ま
し
た
。
今
年
の
田

植
え
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年

も
田
植
え
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

四
年　
 
大
森 　

お
お
も
り

 
海
斗 

か

い

と

　

点
字
体
験
を
し
て
、
目
が
見
え

な
い
人
は
、
文
字
を
書
い
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
す
る
の
は
大
変
だ

と
思
い
ま
し
た
。
点
字
を
教
え
て

く
れ
た
北
野
さ
ん
は
、
す
ら
す
ら

点
字
が
読
め
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

今
度
目
が
見
え
な
い
人
が
い
た
ら
、

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
た

い
で
す
。

【
６
月
】　

茅
修
学
旅
行

　
　
　
　
　

六
年　
 
大
森 　

お
お
も
り

 
良
和 

よ
し
か
ず

　

ぼ
く
が
修
学
旅
行
で
一
番
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
、
班
別
活
動
で
す
。

自
分
た
ち
で
計
画
し
た
い
ろ
い
ろ

な
場
所
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を

買
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
友
達

と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
「
か
ま
玉

う
ど
ん
屋
」
さ
ん
で
の
お
昼
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　

六
年　
 
栗
原 　

く
り
は
ら

 
智 
さ
と
る

　

修
学
旅
行
で
は
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
小

町
通
り
で
の
買
い
物
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
や
海
賊
船
に
乗
っ
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
か
ら
富
士
山
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
も
仲
良
く

ら
手
を
ふ
っ
た
ら
、
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
や
田
ん
ぼ
に
い
る

人
が
に
こ
に
こ
し
て
手
を
ふ
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
き
か
ん
車
は
、
本
と
う
に
じ

ょ
う
気
や
石
た
ん
で
う
ご
い
て
い

て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

二
年　
 
大
森 　

え
り
か

お
お
も
り

　

わ
た
し
は
、
も
お
か
リ
ス
村
で

ダ
チ
ョ
ウ
に
え
さ
を
あ
げ
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、

ず
っ
と
み
て
い
た
ら
な
れ
て
か
わ

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
う
ま
は
二

と
う
い
て
、
一
と
う
は
あ
ば
れ
ん

ぼ
う
で
あ
ん
ま
り
え
さ
を
あ
げ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

茅
手
話
・
点
字
体
験

　
　
　
　
　

四
年　
 
老
沼 　

お
い
ぬ
ま

 
桃
香 

も

も

か

　

私
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
人
に

手
話
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

手
話
で
自
こ
し
ょ
う
か
い
す
る
の

は
、
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
人

や
し
ゃ
べ
れ
な
い
人
と
手
話
を
使

っ
て
し
ゃ
べ
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

家
で
も
手
話
を
練
習
し
て
、
家
族

に
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

三
年　
 
木
村 　

き

む

ら

 
七
星 

な

な

せ

　

の
う
園
活
動
を
五
月
十
二
日
に

や
り
ま
し
た
。
の
う
園
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
野
さ

い
を
畑
に
う
え
ま
し
た
。
た
い
へ

ん
な
作
ぎ
ょ
う
だ
っ
た
け
ど
、
楽

し
く
の
う
園
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

や
さ
い
が
で
き
た
ら
家
ぞ
く
み
ん

な
で
食
べ
た
い
で
す
。

茅
春
の
遠
足

　
　
　

一
年　

ひ
が
の　

し
ゅ
り

　

う
さ
ぎ
を
だ
っ
こ
し
て
、
え
さ

を
あ
げ
た
り
し
た
の
が
た
の
し
か

っ
た
で
す
。
こ
い
に
え
さ
を
あ
げ

よ
う
と
し
た
ら
た
く
さ
ん
あ
つ
ま

っ
て
き
て
、
く
ち
を
お
お
き
く
あ

け
た
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

一
年　

お
い
ぬ
ま　

り
さ

　

え
す
え
る
を
み
て
す
ご
い
と
お

も
い
ま
し
た
。
な
か
に
の
る
と
せ

ん
ぷ
う
き
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
り
す
む
ら
で
う
さ
ぎ
を

だ
っ
こ
し
て
え
さ
を
あ
げ
て
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。

　
　

二
年　

か
き
ぬ
ま　

よ
う
太

　

え
ん
足
で
一
ば
ん
た
の
し
か
っ

た
の
は
Ｓ
Ｌ
で
す
。
Ｓ
Ｌ
の
中
か

学
校
行
事
で

   
楽
し
い
新
年
度
ス
タ
ー
ト

【
５
月
】

茅
農
園
活
動

　
　
　
　
　

三
年　

𠮷 
岡

    

　

よ
し
お
か

 
澪
菜 
れ

な

　

わ
た
し
は
の
う
園
活
動
で
、
き

ゅ
う
り
と
え
だ
豆
を
う
え
ま
し
た
。

二
週
間
ほ
ど
た
っ
た
ら
、
き
ゅ
う

り
と
え
だ
豆
は
う
え
た
時
よ
り
も

５

㎝

の
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ち
ゃ
ん
と
水
や
り
を
し
て
、
家

ぞ
く
み
ん
な
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
そ
だ
て
た
い
で
す
。

（15）

４月

１年生を迎える会
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貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ

た方は、カウンターに申し出てくだ

さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに

本を返してください。ＣＤ・ビデオ・

カセット等は、入れないでください。

　開館中に、カウンターに返してく

ださい。

おはなし会

■

日　時　８月６日（金）

　　　　午前１１時～１１時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　グレース森

■

日　時　８月１０日、１７日、

　　　　２４日、３１日（火）

　　　　午前１１時～１１時２０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　ピノキオ

■

日　時　８月２１日（土）

　　　　午後２時～２時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

プログラム　絵本と紙しばい　他

対　象　４歳位から小学生

ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「雲のように風のように」

日　時　８月７日（土）

　　　　午後２時～３時２０分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

「おやゆびひめ・シンデレラ」

日　時　８月２８日（土）

　　　　午後２時～２時４５分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

新着図書案内

＜一般書＞

○老いらくの恋　　　　（佐藤雅美）

○「悪」と戦う　　　　（高橋源一郎）

○木暮写真館　　　　（宮部みゆき）

○夜行観覧車　　　　　（湊かなえ）

○ｉＰａｄ vs. キンドル

　　　　　　　（エンターブレイン）

○絵本処方箋　　　（朝日新聞出版）

○世界の野菜レシピ　　（高橋書店）

○おべんとうの時間　　　（木楽舎）

＜児童書＞

○まてまてまて　　　　（こぐま社）

○すいかくんがね･･

　　　　　　　　（とよだかずひこ）

○ウイルス！細菌！カビ！原虫

　　　　　　　　　　（くもん出版）

図書館コンサート

～親子で楽しめる
夏の夕涼みコンサート～

　図書館をもっと町民の皆さんに親

しんでいただこうと、ボランティア

音楽家によるコンサートを開きます。

　夕涼みをかねてコンサートにいら

してはいかがでしょうか。

日　　時　８月２２日（日）

　　　　　午後５時～６時

　　　　　　（４時３０分受付・開場）

会　　場　図書館２階ホール

入 場 料　無料

演 奏 者　竹内優歌さん（キーボード）

　　　　　加藤美菜子さん（バイオリン）

曲　　目　愛のあいさつ、浜辺のうた

　　　　　海、チャルダッシュ　他

対　　象　どなたでも

定　　員　先着60人

申込期間　８月３日（火）～１５日（日）

申込方法　図書館に直接か電話で。

問図書館　　　　　　　撒（５７）２８１１



（17）

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ

ソコン相談室を開催しています。

日　時　８月１２日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　８月２１日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

会　場　町公民館２階第４研修室

申込不要

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

　元気の出るスポーツクラブのぎ事業

親子バスケットボール教室

　バスケットボールを通して、仲間

づくりや健康づくりを図るだけでな

く、親子のコミュニケーションを深

める場となる事を目的とします。

期　日　９月８日～１０月２７日の

　　　　毎週水曜日（全８回）

　　　　午後５時３０分～７時３０分

会　場　新橋小体育館

対　象　子どもの部：

　　　　幼稚園児～小学生

　　　　一般の部：高校生以上

　　　　（親子・個人どちらも可）

参加料　クラブ会員　無料

　　　　非会員　子ども５００円

　　　　　　　　一般１５００円

持ち物　運動のできる服装、体育館

　　　　シューズ、着替え、飲み物等

指　導　野木バスケットボールクラブスタッフ

申込方法　参加料を添え、生涯学習

　　　　　課まで

問生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

第２９回町水泳大会

期　日　８月２２日（日）

会　場　野木中プール

参加資格　町在住在勤者

種　目　小学生の部・中学生の部・

　　　　青年男子の部・壮年男子の部

　　　　・一般女子の部

参加料　２００円

申込期間　８月２日～１３日

申込方法　参加料を添え、生涯学習

　　　　　課まで

問生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

プール開放事業

　８月もひきつづき、野木二中プー

ルを一般開放しています。

開放日　８月２２日までの

　　　　毎週土・日曜日

　　　　（１４・１５日を除く）

時　間　午前１０時～正午

　　　　午後１時～４時

利用資格　町在住在勤者

　　　　　※小学校低学年以下は

　　　　　　保護者同伴

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

 第２２回

町近県ソフトテニス大会

期　日　９月４日（土）

会　場　総合運動公園テニスコート

参加資格　町在住在勤者、連盟登録者

種　目　Ⅰ部・Ⅱ部

参加料　１組　３０００円（参加賞、昼食代）

申込期間　８月１０日～２６日

抽選会　　８月２７日

問須見照夫　　　　　　撒（５７）３７７５

 第２７回               
町婦人バレーボール秋季大会

期　日　９月５日（日）

会　場　町体育センター

対　象　町在住在勤家庭婦人

種　目　９人制バレーボール

参加料　１チーム　１０００円

抽選会　８月３１日

問鈴木千恵子　　　　　撒（５７）２４７６

　 ULTUREC
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PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440

恭新橋児童館

算オセロ大会

　小学生のみなさ～ん！！　今年も
オセロ大会に参加して賞品をゲット
しよう☆
　参加してくれたお友だち全員に参
加賞もあるよ(^^)v
日　時　８月３日（火）
　　　　午前１０時００分～正午
対　象　小学生
参加無料
申　込　来館または電話で前日まで
　　　　に児童館へ

算ものづくりっこクラブ

　暑～い！！　でも夏休みの宿題
が・・・　そんなキミたち＞＞＞良
いお話だよ！
　児童館に集まって、みんなで夏休
みの工作を作っちゃおう。
日　時　８月９日（月）～12日（木）
　　　　午後2時30分～4時30分
対　象　幼児と保護者・小学生
参加無料
申　込　当日直接児童館へ
　※　家に使いたい材料がある人は、
　　持って来てもOKだよ。

算折り紙教室

　遊べるおもちゃを作っちゃおう且
且且
日　時　８月２４日（火）
　　　　午後２時から随時受付
対　象 　全児童
参加無料
申　込　当日直接児童館へ

算新橋映画会

　真夏の暑い午後、涼しい室内でみ
んな一緒に映画を観て楽しんじゃお
う！
日　時　８月２６日（木）
　　　　午後２時スタート
対　象　全児童
参加無料
申　込　当日直接児童館へ

算親子でヨガ！

　お盆休みでダラダラになってしま
った心身を、ヨガで引き締めてみま
せんか？
　エアコンの効いた室内にずっとい
ると、冷えから肩こりや、腰痛の原
因になりがち。硬くなった筋肉を
　ゆっくりと解して、夏バテとさよ
なら！　ザ・リフレッシュ☆

日　時　８月２８日（土）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　幼児と保護者
参加料　1組５００円（講師料）
申　込　当日代金を添えて児童館まで

恭あかつか児童センター

算ぴよぴよぐみ

　みんなで楽しく水遊びをしましょ
う。
日　時　８月２日（月）　
　　　　午前１０時３０分～１１時００分
対　象　０歳～１歳６か月の親子
申　込　児童センターへ（電話可）

算ドッジボール大会＆体育館で遊ぼう！！

　夏だからこそ、汗を流しませんか？
　広い体育館でのびのび遊ぼう！！
日　時　８月１０日（火）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　小学生以上
参加無料
申　込　児童センターへ（電話可）

算児童巡回劇がやってくる！！

　プロの劇団の方による児童劇です。
ぜひ楽しんでください。
日　時　８月２１日（土）
　　　　午後１時開演
対　象　全児童と保護者
参加無料
参加方法　新橋児童館・あかつか児
　　　　　童センターでチケット配
　　　　　布（電話可）

算バドミントン教室

　楽しくバドミントンで汗を流しま
せんか？
日　時　８月２０日（金）・２３日（月）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　小学生以上
参加無料
申　込　児童センターへ（電話可）

算トランポリン教室（初心者）

　児童センターのトランポリンをま
だ体験した事のない君！！
　ぜひ１度体験してみてください。
日　時　８月２８日（土）・９月４日（土）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　児童センターのトランポリ
　　　　ン教室に参加した事のない
　　　　小学生以上
定　員　１０名
参加無料

申込方法　８月１６日（月）
　　　　　午前８時３０分～受付開始
　　　　　児童センターへ（電話可）
定員になり次第受付を終了いたしま
す。

算オセロ大会

日　時　８月３０日（月）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　小学生以上
参加無料
申込方法　児童センターへ（電話可）

算マジックショー

　みんなで不思議な世界を体験して
みませんか？
日　時　８月３０日（月）
　　　　１回目　午後１時３０分～
　　　　２回目　午後２時１５分～
　　　　※両時間とも同じ内容です。
対　象　３歳以上
参加無料
申　込　児童センターへ（電話可）

算最後の夏休み

　夏休み最後の日を児童センターで
遊びませんか？
　広い体育館でトランポリンや大型
ブロックで遊べるよ！！
日　時　８月３１日（火）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　全児童と保護者
参加無料

算トランポリン教室（幼児）

日　時　９月１１日（土）・９月１８日（土）
　　　　①午前９時３０分～１０時３０分
　　　　②午前１１時～正午
　　　　※①②どちらか
対　象　３歳以上の未就学児
定　員　各１０名
参加無料
申込方法　８月２３日
　　　　　午前８時３０分～受付開始
　　　　　児童センターへ（電話可）
定員になり次第受付を終了いたしま
す。

（18）
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水あそび

　夏真っ盛り！　海やプール、キャンプ、お

祭りなど夏ならではの遊びを思い切り楽し

みたいですね。

　丸林保育所の子どもたちは、毎日水あそび

に夢中です。暑い日、少し疲れて元気がない

ように見えた子も、水に触れると、たちまち

元気になる姿が見られます。子どもたちは

水が大好きですが、なかには水の苦手な子も

います。苦手な子は、お友だちの遊ぶ様子を

見るだけでも楽しめます。ですが、お友だち

の楽しそうに遊ぶ声を聞いているうちに、徐

々に水に慣れていく子がほとんどです。夏

が終わるころにはみんな水が大好きになっ

ています。

　プールのほかにも、泥んこあそびや色水あ

そび、絵の具を使ったフィンガーペインティ

ングなど、年齢に合わせて様々な遊びを展開

しています。

　子育て支援センター「げんきっこくらぶ」

のお友だちもぜひ一緒に水あそびを楽しみ

ませんか？　オムツがとれていない子も大

丈夫です。大きいプールからビニールプー

ルまでありますので、お子さんに合わせて安

心して遊ぶことができます。暑い日には、水

着とバスタオル、帽子、水筒などを持って気

軽に丸林保育所へいらしてください。保育

所のお友だちとお待ちしています。

　　　　丸林保育所 保育士  水  流 　容子
つ る

ストレスに負けないために

「３つのＣ」で心にも基礎体力を

１　Ｃｏｇｎｉｔｔｉｏｎｎ

　コグニション（認知）とは、ものの見方

や考え方という意味。人間関係や将来につ

いて悲観的ではなく、前向きで柔軟に考え

ることが大切です。

２　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

　家族や周囲の人との関係は心の健康に深

く関わっています。苦しいときこそ勇気を

出して対話し、客観的な助言を求めましょ

う。

３　Ｃｏｎｔｒｏｌ

　「今日の仕事は５時までに終えよう」等、

自分らしく行動しているという感覚で主体

的に行動するよう心がけましょう。

「３つのＣ」で心をパワーアップ

１　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ

　いつもチャレンジ精神を忘れない人は心

が元気です。仕事、趣味、スポーツを問わ

ず、新しいテーマや自分の好きなことに挑

戦してみましょう。

２　Ｃｏｎｓｕｌｔ

　不安や悩みがある時は一人で考えていな

いで相談しましょう。誰かに助言を求める

ことができる人は落ち込むことが少ないも

のです。

３　Ｃｈａｎｇｅ

　毎日、同じような生活では心の元気度が

下がってしまいます。時々発想を変えて新

しい生き方を探ってみましょう。

健康福祉課社会福祉係
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　今、全国的に環境に関しましては、それぞれの自治体で大変関心が高まっていま

す。そうした中、わが野木町も町をあげて各地域でいろいろな取り組みを展開して

いるところです。そこで、このたびは私の住む丸林下西の清掃活動から見る「地域の

輪」を紹介させていただくことにします。

　まず、野木町の人口の増減推移を見ますと、平成１０年１２月末２６,９９０人、世帯数８,２４８、

１５年１２月末２６,４５０人世帯数８,７２９、２２年１月末２６,０４３人世帯数９,４２４、これらの内容か

ら見ますと世帯数の増加に対し人口は減少しており、現在一世帯の平均家族数は

２.８人です。この数値は栃木県平均よりわずかですが多いことになっていますが、い

ずれにしても一人あるいは二人暮らしの世帯がいかに多いかと言う事が考えられ

ます。

　また一方では近所に住みながら顔をあわせても、話をする事さえないのも珍しく

ない今日この頃ではないでしょうか。私も

永く住んでいますが同じような経験をし

ているし、おそらく周囲の方も感じている

と思います。

　これらの背景には高齢化が進み、地域の

イベントや子供を通じた交流などの行事

もなく一同に集まる機会が、ますます少な

くなってきているからだと考えられます。

　ところで、皆さんの住んでいる自治会で

は清掃はどのように行っていますか、実施

方法など様々だと思いますが、私の地域では基本的に毎月第３日曜日を全世帯参加

のもとで行っています。これは特に強制ではありませんが、それぞれ都合のつく範

囲で参加しています。現在１５４世帯で先にふれましたとおり家庭情況は異なります

が、毎回平均５０～６０人の老若男女が参加して行われています。富士見公園、駅西大通

り、線路わき通り等、特に駅に近く毎日通勤、通学の多くの方に見られている場所で

すので、一層きれいにしておきたいこともあります。

　これらの取り組みは、単に地域をきれいにすることだけではないと考えています。

毎月一回ですがこの清掃を通じ近隣に住んでいる人々が、同じ目的のもとに集まる

ことは大変喜ばしい事だと思っています。なぜなら「朝の挨拶」を通じわずかな時間

ですが、普段あまり話すことのない人とでも言葉を交わし、またお互いの近況や健

康などの話題で気持ちが安らぐ貴重な時間となっています。参加者の中には世代交

代された方や、新しく住居を構えてきた方等見かけるようになりましたので、この

清掃を通じて人と人の交流が図られることは、地域に友好の輪を広げることになる

と思います。これからも元気な「朝の顔」で明るく住みよい地域つくりを目指してい

ければ幸いかと思っています。

朝　の　顔

（21）
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コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子

７月１日現在
人口 男 １２,６２４人

女 １２,９８２人
計 ２５,６０６人

世帯数　　９,１１１

町の人口
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　夏の熱い日差しのなかで、ひまわり

の花はひときわ美しく青空に映えてい

ます。すっくと立つ姿は凛々しくもあ

り、力強い大輪の花にどれ程元気づけ

られるか分かりません。ふと自分は花

の一生に比すればどのあたりなのだろ

うかと考えたり

します。

　さて、町では

いつまでも皆様

に安心して住み続けていただくために、

“安全安心見守りネットワーク作り”を

始めているところです。現在はモデル

地区として新橋、友沼２区にご協力い

ただいての試行段階ですが、いずれ全

町に広げて行きたいと思っています。

地域に住む皆様同士が、まずお互いに

見守りあっていきましょう！という考

えにもとづいていますが、その上で自

治会、地域包括支援センター、警察、消

防、民生委員、健康福祉課等が連携をと

り、協働の考えのもとに見守りを進め

ていくプランです。これは特にお一人

で暮らしておられるお年寄りにとって、

安全安心策となるように願って行うも

のです。現在区長さんを中心に、地域

にあった形をご相談しながら進めてい

るところです。この町でお互いに支え

合いながら暮らしていけたらどんなに

心強いことでしょう。町のキラリと光

るネットワークとなれば幸いです。

町内の交通事故

４件数
６
月
累
計

０死者

５傷者

２９
(-２０)

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

０
(-１)

死者
（増減）

４２
(-２６)

傷者
（増減）

町内の救急出場

６１
出場
件数６

月
累
計 ５９
搬送
人員

１９４
(１６)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

１８４
(２７)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

０空き巣
６
月
累
計

０自動車盗

２車上ねらい

５自転車盗

１３
(４)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

５
(０)

自動車盗
（増減）

１４
(８)

車上ねらい
（増減）

１４
(０)

自転車盗
（増減）

伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの

　「ご意見箱」をクリックしてください。

いつまでもこの町いつまでもこの町でで

今月の納期
第２期

第２期

第２期

第２期

町 県 民 税

国民健康保険税

介護保険料
後期高齢者
医療保険料

煉瓦窯の保存修復費用として、

　皆様の寄附金・募金を受付けています。

産６月３０日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　　　

　　　（内ふるさと納税　４４５，０００円）

　　　募　金

　　　　計　

これからも皆様のご協力をお願いいたします。

３，２６３，６５０円

２１０，４４１円

３，４７４，０９１円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　  未来に残すために！！

日　時　８月９日（月）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館２階大会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

その他　事業関係の利害に関する話題は遠慮

　　　　させていただきます。

問政策課　　　　　　　　撒（５７）４１３３
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昇　悦子さん
Etsuko Nobori

(北斗）

木目込人形

篠篠篠篠篠篠篠篠篠篠
原原原原原原原原原原

隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆
ささささささささささ

篠
原　

隆
さ
んんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（　

歳
）

８８８８８８８８８８３３３３３３３３３３８３

（（（（（（（（（（
新新新新新新新新新新
橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋
西西西西西西西西西西
１１１１１１１１１１

（
新
橋
西
１
）））））））））））

　孫たちの面倒をみてほしいということで、野木町へ引
っ越してきて２７年になります。
　その孫たちも独立し、一世帯が４世帯になり、今では
なんの心配もなくばあさんと二人暮らしです。
　息子夫婦が「今までの感謝の気持ち」ということで旅
行に連れて行ってくれました。部屋のすぐ目の前には
海が広がり、ゆったりとした良い旅でした。　　
　たばこは半年前にやめ、お酒はもともと飲みません。
普段は何もしないが、週３回月・水・金はグランドゴル
フをやっています。退職前までやっていたゴルフが役
立っているようです。
　息子たちが何かと気にとめてくれ、生活もサポートし
てくれているので、ばあさんと二人、不安もなくとって
も幸せです。

平
成　

年
８
月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
６
７
号
）
鞄
発
行　

野
木
町　

蒲
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

撒
０
２
８
０（　

）４
１
３
４

２２

５７

　長女の誕生祝に、孫娘にと両親が贈って
くれたおひな様が私と木目込人形の出会い
でした。学ぶほどに奥の深さに戸惑いを感
じる日々ですが、作品が仕上がった時の感
激はひとしおです。
　今回の作品は平城遷都１３００年を記念
して奈良時代の貴族の男性・女性の服、髪
型、小物等を創作いたしました。万葉の時
代を彷彿とさせる悠々の世界を思い浮かべ
ながら…。
　娘のために、孫のために、大切な人のた
めにと、一緒に学ぶ仲間の思いは様々です
が心はひとつです。このような仲間に出会
えた喜びに、感謝しながらこれからも人形
創りに励めたら幸いです。

古河公方の墓所
　野渡の満福寺に初代古河公方（足利
成氏）の墓があります。成氏は、足利尊
氏の子基氏の４代目の孫に当ります。
　宝徳元年（１４４９年）に鎌倉公方にな
りましたが関東管領上杉氏と争いを起
こし、敗れて下総古河（現在の古河市）
に本拠を移したので古河公方と呼ばれ
ました。
　その後古河公方は５代続きました。
　成氏は明応２年（１４７９年）６４歳で没
しました。
　墓所の満福寺は成氏自信の開基とい
われます。

GGGGGGaaaaaalllllllllllleeeeeerrrrrryyyyyy


